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ける国家形成過程の特質にまで論及した意欲作である。論文は序章、結章を含む 6 章から構成されており、 A4判 294








































た第 1 章、埋葬時の副葬位置などを手がかりに古墳時代の鉄鍛・銅搬を性格の異なる 3者に分かちそれぞれの意義の
違いを読みとった第 3 章の研究手法などは、ありふれた資料からかくも時代の本質に迫れるのかという新鮮な驚きさ
え感じさせるものであった。
さらに、軍事機構の突出と支配制度の未熟さを対比させて列島の国家形成過程の特質をとらえた点も、従来の国家
形成に関する理論研究の到達点を十分にふまえた新たな主張を含んでおり、考古学における国家形成論研究において
今後つねに検討される仮説となるであろう。
もっとも本論文にもなお改善を要する点がなくはない。武器の用途に関連して文中の随所で登場する「呪術的J I祭
杷」といった用語の概念が明確に示されていない点や、戦いと社会の関係を東北北部や琉球諸島の事例と比較する際
に当該地域の研究現状に対する理解がやや不十分であった点などは、論文全体の完成度が高いだけに惜しまれる部分
である。
とはいえ、的確な問題意識と手堅い資料分析に基づいて、戦いとしづ斬新な視点から日本列島の国家形成過程の特
質をとらえることに成功した本論文は、きわめて高い学術的価値を有していると評価できる。よって、本論文が博士
(文学)の学位を授与するにふさわしいものと認定する。
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